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名
在
~
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6
現
一
年

7
-

•
2
月
~
田
貴
僕

5
日
i
2
1
-

4

る
'
i
私
は
定
年
を
機
に
故
郷
に
U
タ
ー
ン
し
て
以
来
、
郷

月

面

4

-

数
碑
i
i
土
の
こ
と
を
あ
ま
り
に
知
ら
な
過
ぎ
た
と
思
い
知
ら
さ

員
成
五
i
れ
、
本
町
の
歴
史
に
興
味
を
駆
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
と

会

平
[
:
_
・
,
L

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
僣
越
な
が
ら
、
本
会
へ
の
入
会
に
つ
な
が
っ
た

語
り
部
へ
と
前
進
を
重
ね
、
共
に
学
び
あ
い
た
く
思
っ
郷
土
へ
の
想
い
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

て

お

り

ま

す

。

す

。

ひ

と

つ

は

、

郷

土

の

偉

人

、

伊

能

忠

敬

翁

の

存

在

ま
た
、
本
会
報
が
会
員
の
発
表
の
場
、
交
流
の
場
、
で
す
。
香
取
市
で
は
「
大
河
ド
ラ
マ
化
推
進
協
議
会
」

情
報
提
供
の
場
と
し
て
の
使
命
を
考
え
ま
す
と
、
こ
が
中
心
と
な
り
、
平
成
三
十
年
に
「
忠
敬
没
後
二
百

こ
の
度
、
齊
藤
功
前
会
長
の
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
れ
に
勝
る
喜
び
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
年
祭
」
を
大
々
的
に
行
う
計
画
が
あ
る
こ
と
を
知
り

な
り
ま
し
て
、
誠
に
僭
越
な
が
ら
一
言
ご
挨
拶
を
さ
せ
昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
S
氏
の
言
葉
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
合
わ
せ
、
ド
ラ
マ
化
を
さ
ら

て

頂

き

ま

す

。

に

感

銘

を

覚

え

ま

し

た

の

で

、

紹

介

い

た

し

ま

す

。

に

一

層

推

進

し

ょ

う

と

努

力

し

て

い

る

こ

と

に

感

銘

を

非
才
非
学
の
身
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
重
責
に
身
幕
末
の
幕
政
改
革
で
活
躍
し
た
学
者
（
山
田
方
谷
）
受
け
、
私
自
身
も
郷
土
研
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
通

の
引
き
締
ま
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
会
が
再
結
成
の
言
葉
、
至
誠
側
恒
（
し
せ
い
そ
く
だ
っ
）
、
何
事
も
じ
、
「
伊
能
忠
敬
」
と
い
う
人
物
を
も
っ
と
知
る
こ
と

糧
さ
れ
て
七
年
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
に
し
て
木
箕
心
（
至
誠
）
と
慈
し
み
の
気
持
ち
（
側
但
）
を
持
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
に
至
り
ま
し
た
。

島
里
八
先
生
、
川
島
秀
臣
先
生
は
じ
め
、
有
能
な
会
っ
て
や
る
こ
と
、
そ
の
先
に
は
好
い
結
果
が
得
ら
れ
る
も
う
―
つ
は
、
鑓
田
姓
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
で

会
員
諸
氏
が
在
籍
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
強
く
思
っ
そ
う
で
す
。
地
域
社
会
に
於
い
て
も
、
組
織
の
上
で
す
。
町
誌
に
お
け
る
『
酒
井
東
金
城
主
の
「
衆
」
の

て
お
り
ま
す
。
更
に
本
年
は
数
名
の
新
会
員
を
迎
え
も
、
も
っ
と
も
大
切
な
基
本
の
精
神
で
は
な
い
で
し
ょ
編
成
に
つ
い
て
』
に
よ
る
と
、
「
衆
」
の
―
つ
で
あ
る
「
東

会

ま

し

て

、

ス

タ

ー

ト

を

い

た

し

ま

し

た

。

う

か

。

士

川

衆

」

の

中

に

鎗

田

姓

を

名

乗

る

者

が

い

た

こ

と

が

究
「
温
故
知
新
」
、
古
き
を
訪
ね
、
新
し
き
を
知
る
、
同
じ
志
を
も
つ
仲
間
、
い
わ
ゆ
る
同
志
の
皆
様
と
記
さ
れ
て
お
り
、
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。
先
祖
の
ル

研
未
来
へ
と
橋
渡
し
の
一
助
と
成
り
ま
す
よ
う
、
探
究
と
歩
み
続
け
た
く
思
い
ま
す
。

1
ツ
を
少
し
で
も
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
生
き
る

士

ど

う

ぞ

一

層

の

ご

支

援

、

ご

指

導

を

賜

り

ま

す

よ

私

達

の

生

き

方

に

一

種

の

重

み

を

加

え

る

も

の

で

あ

●

う

念

じ

ま

し

て

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。

り

、

ま

さ

に

歴

史

を

知

る

こ

と

で

、

郷

土

へ

の

愛

着

も

里

ま

た

生

ま

れ

る

も

の

で

あ

九

る

、

と

実

感

で

き

た

の

で

し

十

た

。

九

最

後

に

、

過

日

あ

る

講

演
に
お
い
て
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
の
有
用
な
過
ご
し
方
の

―
つ
を
聞
い
た
の
で
、
ご
紹

介
し
て
本
寄
稿
を
終
わ
り

ま
ー
。
そ
れ
は
、
「
①
キ
ョ

ウ
ウ
」
と
「
②
キ
ョ
b
柘＇

ウ
で
す
。
①
は
「
今

IB

用
枷
あ
る
」
、
②
は
「
今

日
と
、
所
が
あ
る
」
と
い

う
説
で
し
た
。
地
域
に

新
な
居
場
所
が
で
き
れ

ば
新
た
な
人
間
関
係
や

得
い
仲
間
も
で
き
ま
す
。
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．
應
会
長
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事
務
局
長

・
会
計

再新新新新再再再再再再新新再再再再新

平成28年度事業計画

月 B 曜 事業内容

4 1 6 土 総会／講演莫大小工場

村松英一氏

5 2 1 土 古道散索横大道

6 1 8 ± 私の歩んだ戦中
木島里八氏

7 1 6 ± 会員発表

8 休会， 平日 町バスによる史躊探訪

10 1 5 ± 史躊散索東金方面

1 1 1 ~ 3 町文化祭発表で

1 9 ± 会員発表

齊藤功氏 内山いつ氏

1 2 1 7 土 ”智息子抄”と九十九里浜

本保弘文氏

1 2 1 土 新年会親睦交流会

2 1 8 ± 古文書講座

川島秀臣氏

3 1 8 土 役員会次年度計繭

＊予定に付き変更ある場合もあります
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④
八
坂
神
社
（
慮
比
寿
）

1
1
東
金
松
之
郷
の
八
坂
神

謡
謡
炉
軍
唸
翻
認
輝
蒻
勁
乞
。
九

⑤
忠
溝
碑
11
九
十
九
里
地
区
に
は
作
田
区
、
片
貝
区
、
本
町
真
亀
地
区
の
経
王
山
浄
泰
寺
の
歴
代
住
職
の

豊
海
区
に
夫
々
に
忠
魂
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、
墓
石
群
の
左
手
奥
を
覗
き
ま
す
と
、
一
際
大
き
い
墓

西
浜
道
と
は
、
親
村
（
西
）
と
子
村
（
西
之
下
納
西
南
戦
争
、
日
清
・
日
露
戦
争
、
大
東
亜
戦
争
に
石
が
二
基
建
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
本
町
の
い
わ

屋
）
を
つ
な
ぐ
道
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
四
十
三
年
（
一
よ
る
精
霊
は
何
と
六

0
二
名
（
町
誌
）
で
あ
る
。
し
漁
大
地
曳
網
を
代
表
す
る
網
主
、
小
倉
家
（
旧
真

九一
0

)

に
東
金
と
片
貝
と
を
結
ぶ
県
道
（
片
貝
県
道
、
ま
た
、
こ
こ
に
建
立
さ
れ
て
い
る
忠
魂
碑
の
撰
文
亀
村
）
と
佐
久
間
家
（
旧
不
動
堂
村
）
の
お
墓
で
す
。

県
道
2
5
号
東
金
片
貝
線
）
と
な
る
。
は
森
鴎
外
で
、
乃
木
希
典
の
テ
ン
額
で
あ
る
。
小
倉
家
の
墓
は
、
「
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
乙
卯

①
上
織
片
貝
釈
11
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
二
月
⑥
甑
川
の
変
績
1
1
元
は
役
場
の
近
く
ま
で
あ
っ
た
が
、
夏
五
月
営
造
、
後
孫
小
倉
八
郎
左
衛
門
保
道
再

に
東
金
・
片
貝
間
八
・
六
k
m
に
九
十
九
里
鉄
道
（
軌
そ
の
上
流
は
粟
生
や
細
屋
敷
新
田
の
開
発
の
た
め
、
建
」
と
刻
さ
れ
、
佐
久
間
家
の
墓
に
は
「
維
時
（
こ
れ

道
）
が
開
通
し
、
昭
和
三
十
六
年
(
-
九
六
一
）
三
享
保
年
代
（
一
七
一
六
ー
三
六
）
の
頃
、
排
水
用
に
と
き
に
）
寛
延
一
―
―
（
一
七
五
0

)

星
舎
（
ほ
し
は
や

月
ま
で
営
業
。
ま
た
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
掘
削
さ
れ
、
現
況
の
河
川
と
な
っ
た
。
ど
る
）
庚
午
三
月
上
浣
日
」
と
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
両

よ
り
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
会
社
名
は
、
⑦
九
十
九
里
役
蠣
・
露
便
局
1
1
古
く
は
片
貝
村
（
町
）
家
は
親
類
で
す
。

現
在
で
も
「
九
十
九
里
鉄
道
」
で
あ
る
。
こ
の
近
辺
役
場
は
西
区
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
さ
ら
に
昨
年
の
秋
、
郷
土
研
究
会
の
史
跡
散
歩
で

は
、
九
十
九
里
町
の
中
心
繁
華
街
で
、
多
種
の
商
か
ら
四
十
三
年
(
-
九
六
八
）
ま
で
二
階
建
木
造
建
、

A

＾

訪

れ

た

1

8

井

の

内

店

と

、

も

と

九

十

九

里

浜

の

大

き

な

船

主

（

◎

印

）

三

十

年

（

一

九

五

五

）

に

作

田

、

片

貝

、

豊

海

の

合

一

村

（

山

武

市

）

の

が

存

在

し

た

。

併

で

九

十

九

里

町

が

誕

生

し

、

四

十

一

云

一

年

（

一

九

大

網

主

齋

藤

消

洲

糧
②
中
西
月
華
塞
11
中

西

月

華

は

明

治

初

期

よ

り

薬

剤

六

八

）

に

現

庁

舎

と

な

る

。

ま

た

、

廓

便

局

は

最

初

家

（

通

称

、

井

の

師
・
写
真
家
と
し
て
、
ま
た
、
町
や
県
外
の
文
化
が
下
モ
谷
に
開
局
し
、
大
正
九
年
(
-
九
二
0

)

に

、

・

内

の

市

兵

衛

）

と

会

人

等

の

交

流

に

幅

広

く

活

躍

し

、

町

の

発

展

に

貢

献

須

原

の

伊

藤

医

院

の

南

側

の

洋

館

風

で

、

二

階

に

も

親

類

で

す

会
③
肛
虹

m｛
ム
・

11
か
っ
て
は
東
金
警
察
派
出
所
と
し
て
虹
項
疇
認
紐
J
l
f
い
心

5
i
t
J
、
和

5叫
応
年
現
年
m

l

七
直
疇
芝

5
仁

究

建

て

ら

れ

、

戦

時

中

、

防

空

監

視

硝

舎

（

木

造

四

に

移

動

し

た

。

亀

の

小

倉

家

の

生

研

階

建

て

）

と

し

て

、

戦

後

は

三

階

建

て

と

な

り

、

警

⑧

皇

産

霊

神

社

（

関

万

歳

）

I

t

九

十

九

里

町

の

鎮

守

i

ま

れ

で

m岬
5
ロ

土

察

派

出

所

、

公

民

館

、

図

書

館

と

変

わ

り

、

現

在

様

と

し

て

現

在

も

二

月

十

日

に

は

春

祈

祷

祭

が

行

言

い

、

●

は

公

園

と

化

し

て

い

る

。

わ

れ

、

西

之

下

区

・

須

原

区

・

尾

形

区

が

夫

々

入

り

ま

し

た

。

里

獅

子

舞

消

洲

の

子

孫

、

齋

九

が

奉

納

藤

史

朗

氏

が

『

齋

＋

さ

れ

て

藤

家

史

九

十

九

里

九

い

る

。

含

海

堂

』

に

詳

し

か

っ

て

く

載

せ

て

あ

り

ま

は

日

常

す

。

品

や

農

（

齊

藤

功

）

機
具
、

植
木
な

ど
が
出

醐

炉

境
内
に

は
露
店

も
出
て

人
々
の

肩
が
ぶ

つ
か
り

合
う
程

の
賑
わ

い
で
あ

った。
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9
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0中百月華塞②

/_、一［エ量片貝攣①

里 浜

な貝小一舎た立滅は酒と一

＊
写
真
、

右
は
小
倉
家
墓
石
、

左
は
佐
久
間
家
墓
石

史
跡
散
策
（
2

）

＼
西
浜
道
（
片
貝
県
道
）
編
ー

村

松

英

鵬

れ

た

町

の

史

鯵

（

2
）

大
纏
曳
綱
主
の
墓
小
倉
家
と
佐
久
I
I
J
家
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•
昭
和
2
0
年
代
1
1
終
戦九

十
九
里
町
に
米
軍
基
地

編
物
工
場
起
こ
る

•
昭
和
3
0
年
代
1
1
九
十
九
里
町
合
併

海
水
浴
観
光
ブ
ー
ム

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

•
昭
和
4
0年
代
1
1
片
貝
漁
港
開
港

お
っ
ぺ
し
が
消
え
る

大
阪
万
国
博
覧
会

•
昭
和
5
0
年
代
1
1
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク

織
物
工
場
、
編
物
工
場
消
え
る

I 

会
誌
「
伊
和
志
」
（
●
刊
号
）
一

8
0
0
円
（
税
込
み
、
送
料
別
）

,
.
亮
中
（
残
部
少
）

＊
全
会
員
力
原
稿
を
寄
せ
合
い
、

作
り
上
げ
た
郷
土
誌

[
鎗
会
／
記
念
●
演
の
記
縁

九
十
九
里
の
町
工
場

11
莫
大
小
工
場

内
容
は
自
由
で
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
甑
二

S
三
枚

原
稿
締
切

H
は
特
に
決
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
書
き

上
げ
次
第
、
会
長
又
は
事
務
局
長
に
お
渡
し
く
だ
さ

い
。
掲
載
可
及
び
不
可
は
編
集
担
当
会
で
決
め
ま
す

（
本
人
に
連
絡
）
。

＊
本
会
報
の
発
行
は
4

ハ
月
と
十
一
月
を
予
定
。

の

思

い

出

節

約

の

時

代

で

し

た

か

ら

、

運

行

本

数

も

少

な

か

っ

た

の
か
、
超
満
員
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯
は
、
押
す
な

古

川

長

子

押

す

な

の

盛

況

？

ぶ

り

で

し

た

。

女

性

車

掌

が

窓

の

外

か
ら
「
そ
こ
の
女
学
生
！
も
っ
と
詰
め
て
！
」
と
、
命

平
成
2
8
年
4
月
1
6
日
の
総
会
の
記
念
講
演
と
し
て
、
i
軌
道
は
、
片
貝
町
西
の
下
か
ら
東
金
駅
ま
で
、
令
調
。
ど
ん
な
に
窮
屈
で
も
、
乗
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
っ
て
「
山
武
莫
大
小
」
の
2
代
目
で
あ
っ
た
村
松
一
約
十
キ
ロ
を
行
し
た
唯
一
の
気
動
車
で
し
た
。
押
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
の
車
内
で
は
男
性
の
発
す
る

英
一
氏
（
本
会
事
務
局
長
）
が
、
そ
の
工
場
の
盛
一
漁
業
が
盛
だ
っ
た
町
民
の
利
便
と
発
展
の
た
め
、
「
そ
ん
な
に
押
さ
な
い
で
ェ
、
お
裁
縫
箱
が
潰
れ
ち
ゃ

衰
を
熱
く
語
っ
た
。
（
編
）
i
当
時
の
有
士
云
ち
が
協
議
を
重
ね
、
漸
く
の
開
業
に
う
ー
」
な
ど
の
お
笑
い
も
ど
き
に
、
く
す
く
す
笑
っ
て

,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,

.

i

至

っ

た

よ

う

す

。

し

ま

う

の

で

す

。

私

た

ち

の

短

い

青

春

の

一

コ

マ

だ

っ

「
莫
大
小
」
と
は
「
メ
リ
ヤ
ス
」
と
い
い
、
『
広
辞
苑
』
広
場
を
有
し
た
上
総
片
貝
駅
の
駅
舎
は
、
国
鉄
東
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
若
い
男
の
人
の
中
に

よ
る
と
、
「
目
利
安
」
と
も
書
き
、
「
綿
糸
や
毛
糸
金
駅
に
準
ず
る
建
物
で
、
近
く
の
大
通
り
ま
で
の
道
は
、
発
車
す
る
デ
ッ
キ
に
飛
び
乗
っ
て
、
枠
を
掴
ん
で

ど
を
ル
ー
プ
状
の
編
み
目
の
集
合
に
よ
り
、
よ
く
伸
は
、
住
民
の
理
解
を
得
て
広
げ
ら
れ
、
大
型
バ
ス
も
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
り
、
隠
れ
て
連
結
器
に
乗
っ
て
し

す

る

よ

う

に

編

ん

だ

も

の

。

表

と

裏

と

の

編

み

方

が

通

れ

る

道

路

に

な

っ

た

。

ま

っ

た

り

・

・

・

。

（
な
る
」
と
あ
る
。
織
物
は
縦
糸
と
横
糸
を
組
み
込
ん
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
と
も
に
大
勢
の
乗
降
客
で
、
そ
ん
な
中
、
車
内
に
は
大
荷
物
を
背
負
っ
て
都
会
に

い
く
が
、
メ
リ
ヤ
ス
は
一
本
の
糸
を
た
ぐ
っ
て
い
く
も
駅
前
は
賑
わ
い
ま
し
た
。
町
民
や
近
隣
町
村
の
人
々
食
糧
を
運
ぶ
担
ぎ
屋
さ
ん
も
。
何
し
ろ
食
糧
も
、
衣

で

あ

る

。

の

足

と

な

り

、

来

遊

客

を

乗

せ

、

連

結

の

貨

物

に

は

類

も

統

制

で

し

た

の

で

、

都

会

の

人

は

、

こ

の

運

び

屋

九
十
九
里
町
の
産
業
は
、
江
戸
時
代
よ
り
農
業
と
海
や
畑
の
産
物
や
加
工
品
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
町
を
さ
ん
を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

i
業
で
、
中
で
も
い
わ
し
漁
で
栄
え
て
き
た
。
か
っ
て
活
気
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
勝
つ
と
信
じ
な
が
ら
も
、
厳
し
い
戦
時
、
も
ん
ぺ
姿

霜
5認
困
ほ5て
も
ぁ
生
〗
の
歴
頌
砥
ょ
和

5
星
堵
翻
呻
巽
紐
望
‘
小
碑

5応
五
‘
が
｛
直
っ
砿
紐

m直5ぃ
呻
疇
℃
咋
唸
年
』
嗅
型

3
[
5
·
如
和

物
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
、
白
子
・
白
里
・
豊
て
五
ヶ
所
で
乗
降
で
き
た
の
で
、
付
近
の
皆
さ
ん
は
本
る
と
、
線
路
を
テ
ク
テ
ク
歩
い
て
の
帰
宅
も
あ
り
ま
し

地
区
に
織
物
工
場
が
多
数
で
き
た
。
ま
た
、
終
戦
当
に
便
利
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
た
。

一
、
九
十
九
里
町
に
は
小
さ
な
織
物
工
場
が
少
し
づ
つ
私
た
ち
が
一
番
利
用
し
た
の
は
東
金
の
女
学
校
へ
駅
前
広
場
で
は
、
出
征
兵
士
の
壮
行
会
が
頻
繁
に

来

始

め

た

。

通

っ

た

時

、

太

平

洋

戦

争

真

っ

只

中

で

し

た

。

す

べ

て

あ

り

、

区

長

や

小

学

生

、

国

防

婦

人

会

が

日

の

丸

の

昭

和

二

十

三

年

＼

三

十

二

年

に

は

豊

海

地

区

に

米

f

小

旗

を

振

っ

て

武

運

長

久

を

祈

り

つ

つ

、

見

送

っ

た

も

射
撃
場
が
で
き
、
町
の
風
紀
は
乱
れ
、
不
漁
も
続
き
、
エ
に
関
わ
っ
て
、
エ
賃
取
り
の
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
。
の
で
す
。
窓
か
ら
兵
隊
さ
ん
の
顔
が
見
え
な
く
な
る
ま

]
が
な
け
れ
ば
仕
事
も
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
本
当
に
苦
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
で
。

そ
ん
な
時
世
に
、
織
物
工
場
、
編
物
工
場
は
、
地
は
、
貧
し
い
中
で
も
元
気
で
、
大
人
も
生
活
苦
で
あ
っ
そ
ん
な
駅
前
広
場
も
、
戦
後
は
娯
楽
に
飢
え
て
い
た

に
対
し
て
「
働
く
場
を
も
た
ら
し
た
」
と
、
小
さ
な
た
が
、
明
る
か
っ
た
。
か
の
よ
う
に
、
舞
台
を
設
け
て
の
素
人
演
芸
が
歓
迎
さ

献
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。
あ
る
と
き
、
語
弊
昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と
、
生
活
に
も
ゆ
と
り
が
れ
、
夏
は
夜
店
で
賑
わ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
”
我
々
は
外
か
ら
糧
を
得
出
て
き
て
、
九
十
九
里
町
に
海
水
浴
観
光
ブ
ー
ム
が
普
段
は
空
席
も
あ
り
、
ガ
タ
ガ
タ
揺
れ
な
が
ら
も
、

、
内
に
蒔
く
（
落
と
す
）
”
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
到
来
し
た
。
こ
の
頃
の
織
物
工
場
、
編
物
工
場
も
、
下
り
の
車
窓
か
ら
入
る
海
風
は
、
本
当
に
涼
し
く
て
天

が
あ
る
。
要
す
る
に
、
今
思
え
ば
輸
出
産
業
の
加
信
州
や
東
北
地
方
か
ら
就
職
希
望
者
力
多
数
来
町
然
の
ク
ー
ラ
ー
で
し
た
。
郷
士
の
田
園
風
景
の
中
、
気

し
、
町
に
も
活
気
が
見
ら
れ
た
。
楽
に
乗
れ
た
軌
道
。
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

◇
昭
和
2
0
年
S
5
0
年
の
う
ね
り
し
か
し
、
昭
和
五
十
年
代
に
な
る
と
、
織
物
工
場
、
今
は
バ
ス
路
線
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

編
物
工
場
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
足
と
な
っ
て
の
存
続
と
繁
栄
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

対
策
に
追
い
が
ず
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
、
昭
―

和

の

世

と

と

に

消

え

て

し

ま

っ

た

。

‘

.

,

.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. B 

y

（

講

演

資

料

よ

り

）

一

原

稿

募

集

一

.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. 

-I 

「
軌
道
」
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の積ま りと位こい形十と為こを統 まり言え目間とりつしう鎮たがさ”た旗見に前まし、幡土
舞もす八ま織置とざ民も六思にの←が古一目う感は‘推機てとかま旗‘れ曙と後のた吊庭ず 八研平
”りの幡すりにでり俗うcmう‘旗と‘代がの物じ夏測ヵ、見‘‘るを社る祭こ日形いるに‘創幡究成
がでで神゜に据内機文一位゜招はを今‘宿中から日のしらる数翌事見殿と，，ろ、‘状とさ設私建神会二
社す‘社携え 一化つあ旗き‘知な神るにとれに強ま外雙年二がたの言の 山も思れえのは社の十
殿゜追の わてぷ式財見るの寄村りおに思‘°ま日いすさラ前＋ない中う神毎武よいたた眼九を一七

盆］羞咤亙忍言手て某メ誓苫房だ零魯盆塁塁と扇は広だ泣品今弯魯て霜農着腐両を靡雰垢只贄竺『
庭にいは 入機が社頂切はれ安たさししの込 きしの時ま神四たちいをー歴所りた旗台び十まし＿
では会、 老りは 殿きな房た泰゜れてま織ま荒締や手のれ竹月゜はざ受つののまがでに込五して月
奉”‘場こ婦 ヽ一のた物を神と閂て しりれ妙ま風の旗まに、幸‘りけと九生せ‘あ立ん年たニ
納への人ま高般中かを入霊五ム‘機t咽姫た＾り雨中はし吊 運帰機まし月涯ん高つつでで。十

忌露匹空念を『［涵~ii：：翠9! ：ー空三曇奎百：［磁［亡；足ぷ貧蕊 〗；百［室裳9占
ぷ房｝‘重べしさは戴二り作てしし き本え主れ旗織成た社言かて選の執へ のの孟のい市有

項てなれ きm座を祭てた のの.....,ててはりし旗のぅら ば先り問位旗宗はぅ白士九
休り見さ こ働腰いて県ま で祈ら生女 魂横と‘麻‘でてを縁のも織れ端行い置を竹‘°幡ざ十
憩う学ん とでをとい指し幅ぁ願れき性 ＾糸は風の一ぁ‘手起で強りたにわ合 で近の社そに共九子
をずすあ がす低言る定たはっすtごての みのこ格織年ついにのしく上女吊れわ はく先殿こ鎮に里
入.....,るり あ←いつ‘有゜四たるゞ冶伝 た織うさりのたざ取写ょ‘げ性るるせ ‘で端ので座白郷

とな＾の とものりれ のた男達す屋そにくリ東す池高くりでかしこ造げで南凍く半
＊伝体こー初思の中にて そ代り女の ゜ののし途力金昭゜で小台ろま土らたの成るは部津死lH島元
参え験の柱めいもに参‘ の金‘で青や柱日て中の市和 水学を←し砂の°高しこなに波し歴沖禄 ―’ 

古考らをはでてまぁは加二会は秋-,春がに‘―、Bの十浴生作とたは土こ台たとい位のたのM十 せ~
山資れしなぁ訊り‘し時員にせ時て弾近人私二豊九び時る呼゜崩地のをのをが置恐者十八六 つ

豊冑塩隷噸置砕塁認退~ fj摯精魯出嚢贔屁翌翫？ ざ
幡］唸歪神のに無長齢収刈＜青東跡民牲水や区― ては‘居す‘事心ぉ考震処さ力亨の一

位内姫 竺 私 某 嗜麿占左合炉晶嚢 腐 悶 絡 品 白 烹 ぷ ＄ 悶 吠 幹 腐 巧 環 苫 き
神 様”のすなる災で り、臼業をが争さ—なの了用マt•のれしば地よ包tA1的た台私扁日地己桜
社 はの好がか神をす を開発もれ軒く、少ぶ飛戦 S高たf口ににりーしヽまに竺がのぃに震、 と

餐i配尋盃霊芦尋図臼信云蘊璽紅喜599在社りま言習胆疇え井民 しり花社いますこ プ．れ植地なて遭まし行り＜ 出っまの‘田ラ九で人み場た上す寒t~波
俗 い‘開の神で゜の らサたえのり居いし‘場‘なさたす池i畑ク六居々上所゜地゜さが・
← 神貴耶祭亨遡祭お八おを青‘り‘た幸ヘアり れり。はっに夕四りはげへ定区か運房

だ重姫神 たる礼祭＋米し年私ま母゜い行メ、 ま‘ ‘ぷな l.._,,,まヽて逃かの ら悪総

言];[』'’]]:::

白
幡
八
幡
神
社
を
訪
ね
て

鈴

木

鵬

「
大
波
台
」

宏




